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はじめに

現在，スマートフォンやスマートウォッチにより，様々な生体関連のデータを収

集し，エクササイズや健康状態の維持に利用できるアプリケーションが存在し

ている．本研究では，脈拍数を元にストレス状態を計測することのできるス

マートフォンのアプリを利用して，ストレス状態の計測実験を行い，そのストレ

ス状態の正確性の調査を行った．



今回使用したアプリ
アプリ アプリ内のカテゴリ



計測時

携帯のカメラとカメラ部分につ

いているライトの２つの機能を

あわせて計測している.ライトを
つけることにより脈拍の計測を

行いやすいようにしていると考

えられる.



計測したデータ



１６日間のデー
タ

10日目からストレスがリラックスを下
回っているのは,10日目以降の計測時
の状況が起床後や趣味で過ごしてい

たときに計測をしたためであると考え

られる.

１日１日の計測時の状況は異なるが,

どちらの平均も50%に近い値となった.



結果
今回の研究で得た結果から，データを計測していく中で，自分のストレス状

態が現状どのくらいなのかが分からず，実際に得られたデータの中には，

思っていた結果とは異なるデータが得られた日もあった．また、計測時の気

温との関係性もみてみたが、６月の気温差があまりなかったのとデータが少

ないことから気温によるストレスの変化は大きくは見られなかった.

ストレスとリラックス，それぞれの平均値では，ストレスが50.375%，リラック
スが50.25%となる．どちらの値も50%に限りなく近い値であり，データの計測
時に最大値が100%で，ストレスとリラックスの２つの事象で内訳を行っている

ので，平均値が50%に近い値になったと考えられる



今後について
今回の研究ではデータ数が少なかったことが結果が出た際に気づき、使用し

たアプリの精度や特性を導き出せず研究として乏しくなってしまった。

今後については、より多くのデータをカテゴリごとに採取し、そのデータと

APPLE WATCHやGOOGLE PIXEL WATCHなどのスマートウォッチを使用して
得たデータとの比較、精度やそれぞれの特性を導き出せるような研究にした

いと考えている。


